
P  

感染症くPⅥ   

異型クロイツ  

フェルトヤコブ  
病  

垂嚢   

感染性プリわを尿中に排出する引き金になるか  

出典   

S¢ien¢82005；  

310こ324－326  検討した。リンパ球性腎炎を有するスクレイピー感染マウスの尿輩白を  
接種した非感染マウスは、スクレイピーを発症した。尿はプリオンの水平  
感染へ●クトとなり、排泄臓儒の炎症はフリオンの拡大に影響を及ぼす可  
能性が示唆された。  

のバベシア流行地及び非流行他の血液ドナーそれぞれ  寄生虫感染  
Transfusion2005；  
45：1804－1810  1丁45例の血清をBab朗ぬmi¢rOti抗体について調べた。流行地の血清学  

的犠牲血液ドナーは24例（1．職）で．非流行他の犠牲血液ドナー（8例、  
0．鍋）より多かった。また．血清学的綴性の血液ドナー用例のうち10例  
（53％）がPCRによりBabosiamicrotHこ陽性であった。輸血により本寄生  
虫血痕が伝挿するおそれがある。  

リスザルの脳内に按  
フェルトヤコブ  
異型クロイツ  病  

JVir012005；79：  

13794－1379¢  種したところ、リスザルは進行性神経変性疾患を発現した。リスザルの  
脳組織にはP貯ro＄が検出され、海綿状優性が認められた。霊長矧こ  
CWDが感染した初めての報告である。  

●＿■●■●■■■■●■■●●■■■■－●■■■■■■一－■－■■■■■■■■■■●－●●■■■■■■●ll● ■■－■●●■■一■●  

中国で初めて2例の高病原性トリインフルエンザウイルス（H5Nl）感染症  

鳥インフルエン ザ  
WHO／CSR2005  
年11月1一日  例が確隠された。1例は回復したが、もう1例は死亡した。  

■■●＿■■●■■■■■●■■■●■■●■■■－●●■■●－一■●■－▼■■●■－－－■■■ ■－－■■t■■● 987年から柑9¢年の開に川∨感染小児患者57例から採取し、凍  ウイルス感染  

2005；43：5428－  

JClinMi¢rObi01  5434  

縮保存した末梢血単級細胞（PBMC）と2002年から2003年に健常者柑例  

から採取した新鮮PBMCにおいてと卜／くピローマウイルス（HPV）DNAを  

調べた。患者8例と健儒者3例がHPV型用ゲノムの2つのサブグループ  
の大部分に偶性であり、これら11のP8MC検体すべてで検出された  
HPVゲノムはエビソーム型として存在した。PBMCはHPVのキャリアであ  
り、血液を介してHPVを広めるおそれがあることが示唆された。   
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感染症纏哨  クロストリジウ ム感染  
出典   

NEnglJMed  
2005：353：2ヰ33－  

2441  

概要   

米国において、毒性、抗菌薬耐性、あるいはその両方が高まった  
Clo虞ridiumdifRGiteの新菌練の出現により、関連疾患の発生率と重症  
度が上昇している可能性が示唆されている。2000年から2003年に本菌  
関連疾患の集団発生が起きた8医療施設から得た本菌の分離株187練  

を、2001年以前の分離株データベースと比敬した。その積果、全施設  
の分離株で同定された最近のBI／NAPl株は、ガチフロキサシンとモキ  
シフロキサシンに耐性を示すことが明らかとなった。  

フェルト・ヤコブ  
異型クロイツ  病  

英国保健省  
Press Statement 
2008年2月9日  

＼vCJDl症例が最近診断された。患者は、献血をした  
約20ケ月後にvCJD症状を呈したドナーからの輸血を受け、輸血後約8  
年でVCJDを発症した。患者はまだ生存している。本症例は3例日の輸  
血によるvCJD感染例である。  

A型肝炎  

998年から柑99年の韓国の血友病患者におけるHAV感染と血液農園  EpidemiolInfect  
2006；134：87－93  因子との因果関係を調べるため、比牧村照試臆と分子学的HAV検出を  

行った。疫学的調査およぴHAVRNA配列検査から、凝周周子∨Ⅲlの1  
日ツトがHAV感染に関与していたことが明らかになった。  

／〈ルポウイル ス  EmergInfeGtDis  
2006；12：15卜154  ウイルス（PARV4）遺伝子の検出を行った。これらの血焚はヨーロッパと  

北アメリカで集められたものである。その結果、137プール中7例が  
PARV4およぴPARV5に鴨性であった。  

フェルトヤコブ  
異型クロイツ  病  

l月11日の血液専門委免会第61国会護で可決されたvCJDに開  Robe代Koch  
In＄utut／Vot引1  

desArbeit＄keises  
Blut／Votum33  

するドイツ連邦保健省血液専門委員会の通達である。まだ使用されて  
いない血液製剤によるvcJDの感染を防止し、感染の可能性のある供  
血を予防し、感染が生じた場合の解明の手順を定めた。  

ウイルス感染  
ProMed20060225  
－0¢19  

沖にチクンケンヤ感染者  
が発見された。フランス保健省によるとチクンケンヤ熟は治療法もなく、  
ワクチンもなく、フランス領レユニオン島では77人が死亡し、現在も人口  
の約20％カ（感染している。   
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重美   

■■▲▲■▲■■●■■■●●●●－－－－－一一－■－●－－●■●一一－－→－←－－－→－－－－－－■▲▲－■－－一●－■■●  

ヒトにおけるVesivin」S感染を調べるために、米国オレゴン州の赤十字血  

感染痘髄吋   

ウイルス感染  

出典   

JMedVir012006；  
78：¢93－701  液検査研究席で1996年から相対年に供血着から集められた血清785  

例について検査した。その緒果、抗体陽性率は、健常ドナー群で  
12削3丁4例中朝例）、高ALT惚群で21％（350例中73例）、感染が原因と  
疑われる肝炎患者群で29％（41例中12例）、輸血または透析に関連した  
肝炎患者群でヰ7％（15例中7例）であった。さらに、R■卜PCR試験を実施  
した112血清検体の内11検体（9．的）が陽性であり、既知のV8Sivirusと  
関係があった。これらのデータは、検査された血液ドナーの中に、過去  
にVe＄ivirusに感染したヒトも、またVesivirusウイルス血症者もいることを  
示している。  

0月3日、米国から日本帰国した男性会社員が  ウエストナイル  
ウイルス  

2006／5／23  株式会社  
ベネシス  

人アンチトロ  
ンビンⅢ  

人血液  
非献血：  

米国、献  
血：日本  

有効成分  

乾燥濃縮人アンチトロンビン Ⅲ  
YomiuriOnlin¢  

20閏年10月3日  米国で流行中のウイルス感染症である西ナイル熟と診断されたと発表  
した。発熱などの症状がみられたが、すでに回復している。  

9的年に8人のデング熱のような患者  ウイルス感染  

JInfeGt2005；引： 9ト・97  から、ダニ媒介性キヤサヌル森林熟ウイルスに非常に類似した新種の  
フラビウイルスが発見され、AしKV（Atkhumraviruさ）と命名された。サウゾ丁  
ラビアMakkahで2001年1ほ年にALKV疑い37例が確認され、そのうち20  
例からALKVが検出された。肝炎、出血兆候、脳炎などを伴い、致死率  
は25％であった。感染経路はヒツジやヤギの直樟搾触か故刺傷からの  
感染が考えられ、新たな人畜共通虻血熟と考えられる。  

フェルトヤコブ  
異型クロイツ  病  

S¢ionGe2005： 310：324－32¢  

感染性ラ砺ウを良和こ排出する引き金になるか  
検討した。リン／昭性腎炎を有するスクレイピー感染マウスの尿蛋白を  
捷種した非感染マウスは、スクレイピーを発症した。床はブリオンの水平  
感染へ’クトとなり、排泄鹿器の炎症はプリわの拡大に影響を及ぼす可  
能性が示唆された。  

Ll   

●■■■■■●■■■●■■●■●■■■●■●－ ■■■●■－■一●t一●－●■■■■－■●■■■－■ の／くべシア流行地及び非流行地の血液ドナーそれぞれ  寄生虫感染  
mnsfu＄ion2005：  

4さ：1804－1810  17購例の血清をBab“ぬ汀而roti抗体について調べた。流行他の血清学  
的陽性血液ドナーは糾例（1ノ摘）で，非流行地の陳性血液ドナー（8例、  
0．3射より多かった。また．血清学的陽性の血液ドナー19例のうち用例  
（53％）がPCRによりBめ郎iamicrotHこ陽性であった。輸血により本寄生  
虫血症が伝播するおそれがある。  
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感染症沖Tl   

異型クロイツ  

フェルトヤコブ  
病  

出典   

JVir012005；79：  

13－94－13198  

リスザルの脳内に穣  
種したところ、リスザルは進行性神経変性疾患を発現した。リスザルの  
脳組織にはPrPresが検出され、海綿状変性が放められた。霊長類に  
CWDが感染した初めての報告である。  

中国で初めて2例の高病原性トリインフルエンザウイルス（H5Nl）感染症  

鳥インフルエン ザ  
WHO／CSR2005  
年11月り日  例が確認された。1例は回復したが、もう1例は死亡した。  

ウイルス感染  
887年から1998年の間にHlV感染小児患者57例から採取し、凍  JClin Microbio（  

2005：43：5428－  

5434  
緒保存した末梢血単核細胞（PBM（〕）と2002年から2003年に健常者19例  

から採取した新鮮PBMCにおいてヒト′くピローマウイルス（HPV）DNAを  

桐べた。患者8例と健常者3例がHPV型16ゲノムの2つのサブグループ  
の大部分に悟性であり、これら11のPBMC検体すべてで検出された  
HPVゲ／ムはエビソーム型として存在した。PBMCはHPVのキャリアであ  
り、血液を介してHPVを広めるおそれがあることが示唆された。  

クロストリジウ ム感染  米国において、毒性、抗菌薬耐性、あるいはその両方が高まった  NEnglJMod  
2005；353：2433－  

2441  
Clostridiumd澗Gil8の新商標の出現により、関連疾患の発生率と重症  
度が上昇している可能性が示唆されている。2000年から2003年に本車  
関連疾患の集団発生が起きた8医療施設から得た木南の分離株187株  

を、2001年以前の分離株データベースと比較した。その縮果、全地殻  
の分離株で同定された最近のBl／NAPl株は、ガチフロキサシンとモキ  
シフロキサシンに耐性を示すことが明らかとなった。  

lvCJDl症例が最近診断された。患者は、献血をした  

異型クロイツ  
フェルトヤコブ  
病  

英国保健省  
Press Statement 

2006年2月9日  
約20ケ月後にvCJD症状を呈したドナーからの輸血を受け、輸血後約8  
年でvCJDを発症した。患者はまだ生存している。本症例は3例日の輸  
血によるvCJD感染例である。  

A型肝炎  

柑98年から柑99年の韓国の血友病患者におけるHAV感染と血液凝眉  Epi血mi01Inf8Gt  

2006；134：87－93  因子との園黒鯛係を調べるため、比赦対照試験と分子学的HAV検出を  
行った。疫学的嗣査およぴHAVRNA配列検査から、凝固因子Vmの1  
ロットがHAV感染に関与していたことが明らかになった。   
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パルボウイル  

感染症顔昭   ス  Em訂gln向ctDi8  

2008：12：15卜154  出典  ウイルス（PARV4）遺伝子の検出を行った。これらの血姥lまヨーロッパと  
北アメリカで集められたものである。その結果、13丁プール中7例が  
PARV4およぴPARV5に悌性であった。  

フェルトヤコブ  
異型クロイツ  病  

l月11日の血液専門委員会第引回会議で可決されたvCJロに開  R（）be托Koく；h  

ln或托ut／Voten  

desArbeitskreisos  
Blut／Votum33  

するドイツ連邦保健省血液専門委員会の通達である。まだ使用されて  
いない血液製剤によるvCJDの感染を防止し、感染の可能性のある供  
血を予防し、感染が生じた場合の解明の手順を定めた。  

ウイルス感染  

ProMed20060225 －0619  が発見された。フランス保健省によるとチクンケンヤ熟は治療法もなく、  
ワクチンもなく、フランス領レユニオン島では77人が死亡し、現在も人口  
の約2肌が感染している。  

米国オレゴン州の赤十字血  ウイルス感染  JMedViro】2006；  
78：693－701  液検査研究所で柑粥年からl紬さ年に供血着から集められた血清7郎  

例について検査した。その鰯臭、抗体惰性卒は、健常ドナー群で  
12棉74例中44例）、高ALT値群で21％（350例中丁3例）、感染が原因と  
疑われる肝炎患者群で29％（41例中12例）、輸血または透析に開運した  
肝炎患者瀾で47％（15例中7例）であった。さらに、RT－PCR拭験を実施  
した112血清検体の内り検体（9，8匁）が腸性であり、既知のVesMrusと  
関係があった。．これらのデータは、検査された血液ドナーの中に、過去  
にVesivirusに感染したヒトも、またVesivi仙Sウイルス血症呑もいることを  
示している。  

0月3日、米国から日本綿屈した男性会社員が  
ウエストナイル  

ウイルス  

200＄／5／23  株式会社  
ベネシス  

人血液  
富－  蕪‥  米国  

有効成分   

乾燥抗D（Rho）人免疫グロブ リン  

YorTliuriOnline  
2005年10月3日  米国で流行中のウイル入感染症である西ナイル熟と診断されたと発表  

した。発熱などの症状がみられたが、すでに回復している。   
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感染症洋耶   

ウイルス感染  

概要   
995年に8人のデング熱のような患者  

から、ダニ媒介性キヤサヌル森林熱ウイルスに非常に類似した新種の  
フラビウイルスが発見され、ALKV（Alkhumr8Vims）と命名された。サウゾア  
ラビアMa眈ahで2001年－03年にALKV疑い37例が確認され、そのうち20  
例からALKVが検出された。肝炎、出血兆候、脳炎などを伴い、致死率  
は25％であった。感染経路はヒツジやヤギの直按搾触か叔刺傷からの  
感染が考えられ、新たな人畜共通出血熟と考えられる。  

フェルトヤコブ  
異型クロイツ  病  

感染性プリわを尿中に排出する引き金になるか  SGienGe2005：  
310：324－328  検討した。リンパ球性腎炎を有するスクレイピー感染マウスの尿空白を  

榛種した非感染マウスは、スクレイピーを発症した。尿はブリわの水平  
感染へ●クトとなり、排泄臓農の炎症はプリわの拡大に影響を及ぼす可  
能性が示唆された。  

お／モズ湘亦鹿存錮ゐ志議i年ここを櫛  寄生虫感儀  
Transfu＄ion2005：  

45：1804－1810  1？哺例の血清をBめe8iami餅Oti抗体について調べた。流行他の血清学  
的陽性血液ドナーは24例（1．ヰ射で，非流行地の陽性血液ドナー（6例、  
0．3％）より多かった。また，血清学的鳩性の血液ドナー柑例のうち用例  
（53㌔）がPCRによりB8b88iami¢rOtiに陽性であった。輸血により本寄生  
虫血症が伝播するおそれがある。  

リスザルの脳内に掩  
フェルトヤコブ  
異型クロイツ  病  

JViro】2005：79：  

137錮－137粥  種したところ、リスザルは進行性神経変性疾患を発現した。リスザルの  
脳組織にはPrPre£が検出され、澹綿状変償が認められた。丑長類に  
CWDが感染した初めての報告である。  

中座で初めて2例の高病原性トリインフルエンザウイルス（H即叶）感染麿  WHO／CSR200さ  
年11月り日  鳥インフルエン ザ  例が確認された。1例は回復したが、もう1例は死亡した。   
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概要  
▲●■●■－●■●●■■●●■■－●■■■■■－－－●－一一－－－●－－－■■●■－▲■●■■■●●■●●■  

987年から用粥年の間に川V感染小児患者57例から採取し、凍  

感農感傷呼   

ウイルス感染  

出典   

JOlinMiGrObi01  
2005；43：5428－  

5434  
縮保存した末梢血単板細胞（PBMC）と2002年から2003年に健常者19例  

から採取した新鮮P8MOにおいてヒト／〈ピローマウイルス（HPV）ロNAを  

調べた。患者8例と健常者3例がHPV型16ゲノムの2つのサブグループ  
の大部分に陽性であり、これら11のPBMC検体すべてで検出された  
HPVゲ／ムはエビソーム型として存在した。PBMCはHPVのキャリアであ  
り、血液を介してHPVを広めるおそれがあることが示唆された。  

■■●■●●●■■■ ■一■●●－■■－●■－■●■ ■■●●■●■■●■－■■■■■■●  

書性、抗菌薬耐性、あるいはその両方が高まった  クロストリジウ  
ム感染  2005；353ニ243ユー  

NEr唱IJMed  2441  

Olostパdiumd肺oileの新菌株の出現により、関連疾患の発生率と重症  
度が上昇している可他性が示唆されている。2000年から2003年に本草  
関連疾患の集団発生が起きた8医療施扱から得た本菌の分離株用7株  

を、2001年以前の分離株データベースと比較した。その精果、全施股  
の分離株で同定された最近の81／NAPl株は、ガチフロキサシンとモキ  
シフロキサシンに耐性を示すことが明らかとなった。  

■一一●■■■■－－●■－－－－－－←一 －－■－－■－●●一■■■■●■■－■■－■■■■■ ＼vCJDl症例が最近診断された。患者は、献血をした  

ブ  

英国保健省  
Press Statement 

200¢年2月9日  

フェルト・ヤコ  
異型クロイツ  病  

約20ケ月後にvCJD症状を呈したドナーからの輸血を受け、輸血後約8  
年でvCJDを発症した。患者はまだ生存している。本症例は3例日の輸  
血によるvCJD感染例である。  

品薄ぶ前歯硝猫諭酢離指摘宮前ヨ1テるi示ウ盛衰と血液廃置  A型肝炎  
Epidemio霊Infect  

2006；184：8了－g3  田子との因果関係を嗣べるため、比較対照試験と分子学的HAV検出を  
行った。疫学的嗣査およぴHAVRNA配列検査から、凝固因子∨ⅠⅢの1  
ロットがHAV感染に関与していたことが明らかになった。  

トキl   

／くルポウイル ス  【morgInfe¢tDis  
2006；12：15卜154  ウイルス（PARV4）遺伝子の検出を行った。これらの血焚lまヨ一口ツ／くと  

北アメリカで集められたものである。その結果、137プール中7例が  
PARV4およびPARV5に陽性であった。  

▼一■－■一－－■－一■■■－－■■－－－一一●－－●一■－－一一－●－■●●■■■●－●■■－●●■●■■  

月11日の血液専門委良金策81国会諸で可決されたvCJDに開  Robe止Ko¢h  

Institut／Voten  
desArbe托skreises  

Blut／Votum33  

フェルト・ヤコブ  
異型クロイツ  病  

するドイツ連邦保健省血液専門委員会の通達である。まだ使用されて  
いない血液製剤によるvCJDの感染を防止し、感染の可俄性のある供  
血を予防し、感染が生じた場合の解明の手相を定めた。  
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概要   

インド洋潟域からフランス本土への帰国者の中にテクンケンヤ感染者  
が発見された。フランス保健省によるとチクングンヤ熟は治療法もなく、  
ワクチンもなく、フランス領レユニオン島では77人が死亡し、現在も人口  

感染症髄耶   

ウイルス感染  

の約2肌が感染している。  

ヒ 卜におけるVesMruさ感染を調べるために、米国オレゴン州の赤十字血  
ウイルス感染  

JMedVirく）1200（‡；  

78：693－701  液検査研究所で1的6年から1999年に供血青から集められた血清丁85  

例について検査した。その結果、抗体牌性率は、健常ドナー群で  
12％く374例中44例）、高ALT値群で21％（350例中73例）、感染が原因と  
疑われる肝炎患者群で2鍋（41例中12例）、輸血または透析に関連した  
肝炎患者群で47％（15例中7例）であった。さらに、RT－PCR試験を実施  
した112血清検体の内11検体（9，鍋）が陽性であり、既知の∨¢Sivirusと  
関係があった。これらのデータは、検査された血液ドナーの中に、過去  
にVesiv血sに感染したヒトも、またVesivirusウイルス血痕青もいることを  
示している。  

株式会社 ベネシス  

は2005年10月3日、米国から日本帰国した男性会社員が  

血液凝固第  
Ⅸ因子  

人血液  
ウエストナイル  
ウイルス  

日本  
有効成分  

乾燥濃縮人血液凝固第Ⅸ因 子  
YomiuriOn伽e  

2005年10月3日  米国で流行中のウイルス感染症である西ナイル熟と診断されたと発表  
した。発熱などの症状がみられたが、すでに回復している。  

「古古繕だ岳大あ手ジグ熱あま亨海溝音  ウイルス感染  

J】nfe（〉t2005：引： 9ト97  から、ダニ媒介性キヤサヌル森林熟ウイルスに非常に類似した新種の  
フラビウイルスが発見され、AしKV（Alkhumraviruさ）と命名された。サウソア  
ラビアM8kkahで2001年1ほ年にALKV疑い37例が確認され、そのうち20  
例からALKVが検出された。肝炎、出血兆候、脳炎などを伴い、致死率  
は25％であった。感染経路はヒツジやヤギの直接接触か蚊刺傷からの  
感染が考えられ、新たな人畜共通出血熱と考えられる。  

フェルトヤコブ  
異型クロイツ  病  

慢性炎症性腎疾患が、感染性プリわを尿中に排出する引き金になるか  
検討した。リンパ球性腎炎を有するスクレイピー感染マウスの尿蛋白を  
按種した非感染マウスは、スクレイピーを発症した。尿はプリオンの水平  
感染へ●クトとなり、排泄級器の炎症はフ袖けの拡大に影響を及ぼす可  
能性が示唆された。   

S¢ience2005；  

310：324－326  
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感染症押耶   

寄生虫感染  

概要   

●●▲■■▲■■■▲▲▲▲■■■■■●■●■●●●■▲■ ■■●■■■■■●■■ ●■■●▲■●■ 

■ のバベシア流行地及び非流行他の血液ドナーそれぞれ  

出典   

Tran8fusion2005：  
45：180ヰー1810  1丁ヰら例の血清を8abe由microti抗体について調べた。流行地の血清学  

的陽性血液ドナーは24例（1朋）で，非流行地の陽性血液ドナー（6例、  
0朋）より多かった。また．血清学的陽性の血液ドナー柑例のうち10例  
（53％）がPCRによりBabesiamicroti（こ陽性であった。輸血により本寄生  
虫血症が伝播するおそれがある。  

フェルトヤコブ  
異型クロイツ  病  

リスザルの脳内に按  JVir012005；79：  

137錮－1379¢  種したところ、リスザルは進行性神経優性疾患を発現した。リスザルの  
脳租鰍こはP貯「郎が検出され、海綿状変性が認められた。豊長矧こ  
CWDが感染した初めての報告である。  

（H5Nl）感染症  

WHO／CSR2005  
年11月り日  鳥インフルエン ザ  例が確認された。1例は回復したが、もう1例は死亡した。  

帥7年から19帥年の開に川∨感染小児患者57例から採取し、凍  
ウイルス感染  

2005：43：5428－  JClinMicrobi01  5434  頼保存した末梢血単級細胞（PBMC）と2002年から2003年に健常者用例  

から採取した新鮮P8MCにおいてヒト′くどローマウイルス（HPV）DNAを  

調べた。患者8例と健常者3例がHPV型16ゲノムの2つのサブグループ  
の大部分に陽性であり，これら11のPBMC検体すべてで検出された  
HPVゲ／ムはエビソーム型として存在した。PBMCはHPVのキャリアであ  
り、血液を介してHPVを広めるおそれがあることが示唆された。  

米国において、毒性、抗菌薬耐性、あるいはその両方が高まった  
クロストリジウ  
ム感染  2005；353：2433－  

NEngりMed  2441  

Clostr撼umd肝油他の病菌株の出現により、関連疾應の発生率と重症  
度が上昇している可能性が示唆されている。2000年から2003年に本菌  
関連疾患の集団発生が起きた8医療施設から得た木南の分離掛87株  
を、2001年以前の分離株データベースと比較した。その緒果、全施設  
の分離株で同定された最近のBl／NAPl株は、ガチフロキサシンとモキ  
シフロキサシンに耐性を示すことが明らかとなった。  

症例が最近診断された。患者は、献血をした  
異型クロイツ  

ブ  

英国保健省  
Press Statement 
200¢年2月8日  

約20ケ月後にvCJD症状を呈したドナーからの輸血を受け、輸血後約8  
年でvCJDを発症した。患者はまだ生存している。本症例は3例日の輸  
血によるvCJD感染例である。   

フェルト・ヤコ 病  
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概要   

●■■ ■ ■ ■●■ ■●●－－● ■ ●●●■ ■■●●■● ■ ■ ●■■ ■－－ ■－■ ■－ ■ ■■ll● ■■● ■■ ■－■ － ● ■■ ■■■■ ■■ 1998年から1999年の韓国の血友病患者におけるHAV感染と血液凝固  

感染痘儲昭   

A型肝炎  

出典   

∈pidemiolInfeGt  
2008；134：87－93  因子との因果関係を調べるため、比較対照試験と分子学的HAV検出を  

行った。疫学的調査およびHAVRNA配列検査から、凝周因子∨】llの1  
ロットがHAV感染に関与していたことが明らかになった。  

lてPCR法によりパルポ  ／〈ルポウイル ス  EmergInfectDis  
2006；12：151－154  ウイルス（PARV4）遺伝子の検出を行った。これらの血焚はヨ一口ツ／くと  

北アメリカで集められたものである。その緒果、137プール中7例が  
PARV4およぴPARV5に陽性であった。  

月11日の血液専門委最会第81回会練で可決されたvcJDに開  
異型クロイツ フェルトヤコブ 病  

Robo止KoGh  

lnstitut／Voten  
des Arbeitskreises 
Btut／Votum33  

するドイツ連邦保健省血液専門委員会の通達である。まだ使用されて  
いない血液製剤によるvGJDの感染を防止し、感染の可能性のある供  
血を予防し、感染が生じた場合の解明の手順を定めた。  

中にチクンケンヤ感染者  ウイルス感染  

ProM8d20080225 －0619  が発見された。フランス保健省によるとチクングンヤ熟は治療法もなく、  
ワクチンもなく、フランス領レユニオン島では77人が死亡し、現在も人口  
の約20痛†感染している。  

ヒ H≡蕎1子葛浣芯Ji；こ；感染を東天右繭ご来由荊ノ弐二袖論議補  
ウイルス感染  

JMedViro12006；  
丁8：693一丁01  液検査研究所で1998年から柑99年に供血着から集められた血清7的  

例について検査した。その緒果、抗体慣性串は、健常ドナー群で  
12㌔（374例中44例）、高ALT値群で21％（350例中73例）、感染が原因と  
疑われる肝炎患者群で29％（41例中12例）、輸血手たは透析に関連した  
肝炎患者群で47％く15例中7例）であった。さらに、RT－PCR試験を実施  
した112血清検体の内11検体（9．8％）が陽性であり、既知のVos‡virusと  
関係があった。これらのデータは、検査された血液ドナーの中に、過去  
にV8Sivimsに感染したヒトも、またVe＄ivirusウイルス血痕者もいることを  
示している。  

は20粥年10月3日、米国から日本梼国した男性会社員が  ウエストナイル  

ウイルス  
2006／5／23  株式会社  

ベネシス  トロンビン フィブリノゲン加第Ⅹ皿因子  
トロンビン  

人血液  
日本  

有効成分  
Yomiuri Online 
2005年10月3日  米国で流行中のウイルス感染症である西ナイル熟と診断されたと発表  

した。発熱などの症状がみられたが、すでに回復している。   

133ページ  



仁  

134ページ   



感染症ミPTき   

ウイルス感染  

出典   

JClinMicrobio1  
2005；43：5428－  

5434  

概要   

987年から1998年の間にHlV感染小児患者57例から採取し、凍  
緒保存した末梢血単核細胞（PBMC）と2002年から2003年に健常者19例  

から採取した新鮮P8MCにおいてヒト／くピローマウイルス（HPV）DNAを  

間べた。患者8例と健常者3例がHPV型16ゲノムの2つのサブグループ  
の大部分に陽性であり、これら11のPBMC検体すべてで検出された  
HPVゲ／ムはエビソーム型として存在した。PBMCはHPVのキャリアであ  
り、血液を介してHPVを広めるおそれがあることが示唆された。  

lて、専性、抗菌薬耐性、あるいはその両方が高まった  クロストリジウ  

ム感染  2005；353：2433－  NEnglJMed  2441  Clostridiumd桁k他の新薗梼の出現により、関連疾患の発生率と重症  
度が上昇している可能性が示唆されている。2000年から2003年に本菌  
開運疾患の集団発生が起きた8医療施働から得た本菌の分離株187株  

を、2001年以前の分離株データベースと比較した。その頼果、全施設  
の分離株で同定された最近の引／NAPl株は、ガチフロキサシンとモキ  
シフロキサシンに耐性を示すことが明らかとなった。  

lvCJDl症例が最近診断された。患者は、献血をした  

フェルト・ヤコブ  
異型クロイツ  病  

英国保健省  
Pres＄Staternent  
2006年2月9日  

約20ケ月後にvGJD症状を呈したドナーからの輸血を受け、輸血後約8  
年でvCJDを発症した。患者はまだ生存している。本症例は3例目の輸  
血によるvCJD感染例である。  

1998年から1999年の韓国の血友病患者におけるHAV感染と血液凝周  A型肝炎  
Epi血miolInfect  
2006；134：87－93  因子との因果関係を調べるため、比較対照試験と分子学的HAV検出を  

行った。疫学的調査およぴHAVRNA配列検査から、凝固周子Vlllの1  
ロットがHAV感染に関与していたことが明らかになった。  

／くルポウィル  

ス  

EmergInfeetDis  
2006こ12：151－154  ウイルス（PARV4）遺伝子の検出を行った。これらの血策はヨーロッパと  

北アメリカで集められたものである。その結果、137プール中7例が  
PARV4およぴPARV5に備性であった。  

り弓11日の血液専門委員金策81国会鴇で可決されたvOJDに開  Robe止Koch  
lnstjtut／Voten  
des Arbeitskreises 
Bht／Votum33  

フェルトヤコブ 病  

異型クロイツ  
するドイツ連邦保健省血液専門委員会の通達である。まだ使用されて  
いない血液製剤によるvCJDの感染を防止し、感染の可能性のある供  
血を予防し、感染が生じた場合の解明の手順を定めた。   
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概要   

■■■■■■■●一●●■■■■■■●■■▲●■■■■－■t●■●●●●l・■■■■■一－－－■－■●●－■▲■■－●●■－－1  

インド洋海域からフランス本土への帰国者の中にテクンケンヤ感染者  
が発見された。フランス保健省によるとチクンケンヤ熟は治療法もなく、  
ワクチンもなく、フランス領レユニオン島では77人が死亡し、現在も人口  
の約20射川感染している。  

感染症薙明   

ウイルス感染  

米国オレゴン州の赤十手血  
ウイルス感染  

JMedVir012008；  
78：693－701  液検査研究所で1998年から1999年に供血着から集められた血清785  

例について検査した。その癖果、抗体陽性率は、健常ドナー群で  
12％（374例中朝例）、高ALT他群で21％く350例中73例）、感染が原因と  
疑われる肝炎患者群で29％（41例中12例）、輸血または透析に開運した  
肝炎患者群で47％（15例中7例）であった。さらに、R■トPCR試験を実施  
した112血清検体の内11検体（9．8％）が腸性であり、既知のVesiv血sと  
関係があった。これらのデータは、検査された血液ドナーの中に、過去  
にVesivinJSに感染したヒトも、またVesjvj川Sウイルス血症青もいることを  
示している。  

ド了仁義ご料福Pj才ジラ）仁王ジずお百：吉ぉ顔荷室：弓才ル天顔床春樹  
蕪‥  

リゾチーム  
ニワトリ卵 白  

■  
嵩  

塩野義製 薬株式会 社  
インターフェロンガンマー1a  

（遺伝子組換え）  

アメリカ  製造工程   

鳥インフルエン ザ  
N8ture2008：439：  

248－249  査している科学者チームはウイルスの遺伝子配列に3ケ所の変異を確  

捜した。ヘムアグルチニン受容体蛋白の223位アミノ酸の置換、ポリメ  
ラーゼ蛋白の627位アミノ酸置換およぴヘムアグルチニン蛋白153位ア  

ミノ酸ま異である。前者はトリインフルエンザウイルスと宿主細胞表面  
受容体との縮合に、ポリメラーゼ変異は掛掛こ影響を与える。トルコ株  
は、ポリメラーゼ変異と受容体儒合変異の両方が見られた初めての例  
であり、ウイルスをヒトに馴化させていると考えられる。  

■ll■t ■■●■■■一■一一一●－■■■■－●一－■－ －－－－ －－－－■－■●●●一●■■－■■■■■●■  

から200¢年1月の間に、中国、インドネシア、イラク、タイ、ト  
鳥インフルエン ザ  

Weekly  
epidemi0logiGal  
reGOrd2006；81  
89－9¢  

ルコ、ベトナムでの零紺こおける高病原性トリインフルエンザのアウトブ  
レイクに関連して、ヒトでのインフルエンザA（H5Nl）症例引例が発生し  
た。2003年12月以来、計173例が7カ国で確定されている。WHOインフル  
エンザ流行準備レベルはPh耶e3である。  

●■一●■■一■■－－－●－一●－■●■一■一■■●－－■●■－－■■－■■■－－■ ●■－－●●●●  

WNV性脳炎発症8日彼の65鏡患者から採取した尿検体  
ウエストナイル  

ウイルス  
ヒト血液   

アメリカ  
テセロイキン（遺伝子組換え）  

インターフェロンガンマー1a  

（遺伝子租換え）   

人血清アルブ ミン  塩野義製 薬株式会 社  2005；11：1294－  

Eme曙Infe¢tDi8  1298  

からWNVRNAが検出された。しかし、その後の尿検儲からは検出され  
なかった。血液中の中和抗体が尿へのWNV排泄を阻害しているのかも  
しれない。今後WNV感染患者の尿検体検査時期を検討する必要があ  
る。   
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感染症津¶   

エボラ出血  

出典   

Nature2005；438：  

575－576  

概要   

年から2003年にかけて発生したと卜と大型霊  
長類におけるエボラ流行時に採集された1030の小型脊椎動物におい  

て、エボラウイルスについて調べた。エボラウイルスに特異的な抗体が  
3種類のコウモリの血清中で検出された。エボラウイルスのヌクレオチド  
配列が同じ種類のコウモリの肝臓と脾臓で検出されたが、腎臓、心臓、  
肺からは検出されなかった。また他の動物からは検出されなかった。驚  
くべきことに、抗体陽性の動物はすべてPCR陰性であり、PGR陽性の動  
物はすべて抗体陰性であった。これはPCR陽性の動物は感染から日が  
浅く、免疫反応が検出できる前に検査されたためと思われる。  

987年から1996年の間にHlV感染小児患者57例から採取し、凍  
ウイルス感染  

2005；43：5428－  

JC‖n Microbio】  5434  

綺保存した末梢血単板細胞（PBMC）と2002年から2003年に健常者19例  
から採取した新鮮PBMCにおいてヒトパピローマウイルス（HPV）DNAを  
調べた。患者8例と健常者3例がHPV型18ゲノムの2つのサブグループ  
の大部分に陽性であり、これら11のPBMC検体すべてで検出された  
HPVゲ／ムはエビソーム型として存在した。P8MCはHPVのキャリアであ  
り、血液を介してHPVを広めるおそれがあることが示唆された。  

＿■ゝ●－■■■■－■ 2006／5／23  感染性ブリオンを尿中に排出する引き金になるか  塩野義製  
薬株式会  
社  

テセロイキン（遺伝子租換え）  

インターフェロンガンマー1a  

（遺伝子組換え）  

カザミノ敢  ウシ乳  
蕪‥  異型クロイツ  
フェルト・ヤコブ  
病  

オーストラ  

リア、 ＿ユー ジーランド  
製造工程  

有一  Scien（沌200さ；  

310：324－326  検討した。リンパ球性腎炎を有するスクレイピー感染マウスの尿蛋白を  
按種した非感染マウスは、スクレイピーを発症した。尿はプリオンの水平  
感染へ●クターとなり、排泄臓器の炎症はプリわの拡大に影響を及ぼす可  
能性が示唆された。  

くマ州で、2006年3月10日に、迅速スクリーニング試験でBSE  
USDA声明 2006  

年3月13日  
http：／／ww．aphj＄．  

u＄da．gov／newsroo  

m／content／2006／  
03／bsestatement  
3－13－06＿VS．＄html  

FDA声明 2006年  
3月13日  

ht匝：／／www．fda．go  

V／bbs／topies／NE  

WS／2008／NEWO1  
333．html  

BSE  

疑い例とされたウシは、USDA研究所で行われた確定検査で8SE陽性  
であった。USDAは、このウシと同じ群れで生まれた子牛の所在の確隠  
を行うこと、FDAと協力して飼料歴を確認すること、10歳を超えるウシで  
あること、米国でのB＄E発生率は極めて低いことなどの声明を発表し  
た。FDAは現在採られているBSE対策を報道した。   
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概要   

感染性ブリわを尿中に排出する引き金になるか  

感染症髄哨   

兵型クロイツ  

フェルトヤコブ  
病  

出典   

S（如nGe2005；  

310：324－326  

●般名   

テセロイキン（遺伝子租換え）  
インターフェロンガンマー1a  

（遺伝子組換え）  

含有区分  製造工程  
報告者名  塩野義製 薬株式会 社  

原材料名   

ウシ乳  

原産眉   

オーストラ  

リア、  
●ユ■■－  

ジーラン  

ド、アメリ  
カ  

受理日  2008／5／23  

検肘した。リンパ球性腎炎を有するスクレイピー感染マウスの尿蛋白を  
搾種した非感染マウスは、ズクレイピーを発症した。尿はプリわの水平  
感染へ●クトとなり、排泄臓器の炎症はブリわの拡大に影響を及ぼす可  
能性が示唆された。  

くマ州で、200¢年3月10日に、迅速スクリーニング試験でBSE  
B＄E  USDA声明 20粥  

年3月13日  
http：／／www．aphis．  

usda．gov／nモW8和O  

m／¢Ontent／2006／  

03／bsestatement  
3－13－06＿VS．Shtml  

FDA声明 20（帽年  
3月13日  

http：／／www．fdiLgO  

v／bb＄／topics／NE  

WS／2008／NEWO1  
333．html  

疑い例とされたウシは、USDA研究所で行われた確定検査でBSE陽性  
であった。U＄DAは、このウシと同じ群れで生まれた子牛の所在の確故  
を行うこと、FDAと協力して飼料歴を確認すること、10歳を通えるウシで  
あること、米国でのBSE発生率は極めて低いことなどの声明を発表し  
た。FDAは現在採られている8SE対策を報道した。  

■  
チ舅三強娘子高嶺菓詭ど仁あ  インフルエンザ  2006／5／23  

塩野暴製 薬株式会 社  

テセロイキン（遺伝子組換え）  

インターフェロンガンマー1a  

（遺伝子組換え）  

ブタ膵臓  
アメリカ、 カナダ  有●  蕪‾－  製造工程  ClinInfo¢tDi＄  

2006；42：14－20  血清検体を用いて、動物性インフルエンザウイルス感染について調べ、  
多変量比例オッズモデルを用いて、対照群（79例）と比較した。農夫群  
（111例）、獣医群（85例）、食肉処理労働者群（97例）の3群とも、ブタ  
州Nlと州N2ウイルスについて高い陽性率を示し、農夫群が最も高い  
オッズを示した。H3N2ウイルスについては3群とも対照群と有意蓋はな  
かった。ブタヘの職業的暴属はブタインフルエンザウイルス感染の危険  
性を増大させることが明らかとなった。  

lてPCR法により／くルポ  甘■  蕪■■  人免疫グロ  
ブリンG  

ヒト血液  ドイツ  有効成分  
ZLBベー  

リング株 式会社  パルボウイル ス  乾燥pH4処理人免疫グロブリ ン  

Eme曙InfectDi8  
200（；：12：15ト1糾  ウイルス（PARV4）遺伝子の検出を行った。これらの血焚lまヨーロッパと  

北アメリカで集められたものである。その結果、137プ⊥ル中7例が  
PARV4およぴPARV引こ腸性であった。   
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報告者名  日本製薬 株式会社  

一般名   

人免疫グロブリン  受項旧  2006／5／26  原材料名  人血液   
含有区分   

有効成分  原産包  日本  
感染症（PT〉   

異型クロイツ  

フェルトヤコブ  
病  

出典   

英国保健省Pre8S  

Relea80  
2005／04042005  
年＝月17日  
httpノ／www．dh．gov  
．uk／PublicationsA  

ndStatistics／Pres  
sRele8SeS／  

CDRWeekly2006：  
16（4）HlV／Slls  

Reports  

リスクを低減させるため、通知活  

潜在的なvCJD暴焉を通知される。これはvCJDキャリアからの血液を輸  
血され、VCJDを発症した患者が3例報告されたことによる予防措置であ  動の次なる段階が開始される。輸血を受けた約50例が追跡調査され、   る。  

（2005年12月未までの  

データ）。HIV診断総働は増加を鰍ナており、2005年鹿は7．700例を越え  
ると予想される。2004年から2005年の川∨診断数増加の大部分は男性  
と性交渉を持つ男性が占める。現在のところ2005年の新規のAIDS診断  
数は甘用例であった。1982年のサーベイランス開始以降の英国での累  
計は川∨診断教76．850例、A】DS診断数21，898例となった。  

23の血液製剤につ  
伝染性紅斑  

Transhsiqn2005；  
45：1811－1815  いて、パルボウイルス819DNAの有無をPCRにより調べた。その結果、  

21製剤（1％）が犠牲であった。試験期間中114例の患者のうち14例が  
B19DNA陽性の血液成分を投与されたが、急性B19感染症を呈した患  
者はいなかった。  

．献血の20ケ月後にvCJDを発症したドナーからの血液（赤血球）  
フェルトヤコブ  
異型クロイツ  病  

CDRWeekly2006； 16（6）  を輸血された患者が、8年後にvCJDと診断された。これは英国において  
輸血伝播によると思われるvCJD感染の3症例目である。  

献血者のHEV保有状況を胴べた。平成  
日本赤十手社  

http：／／ww．mhlw－  

gojp／shingi／2008  
／01／dl／sO126－  

10eO5．pdf  

E型肝炎  
16年11月1日から平成17年10月31日にブタ、シカなどの生肉、生レー  
バーの喫食歴のある献血者は298．790人中802人（0．2鍋）で、その血液  
検体からHEV－RNAが1例検出された。平成17年11月1日から12月31日  
に生肉、レバー、ホルモンの喫食匿のある献血者は49朋1人中18．835  
人（28．鍋）で、その血液検体からHEV－RNAが5例検出された。平成17年  
1月1日から12月31日に、試行的HEV20プールNAT検査を行ったところ、  
295，442人中30人が陽性で、約1／10000の陽性率であった。   
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報告者名  日本製薬 株式会社  一般名  乾燥抗D（Rho）人免疫グロブリ ン  人血液  原材料名  原産苔  米国  
含有区分  感染症灘彗   

異型クロイツ  

フェルトヤコブ  
病  

出典   

英国保健省Pr由S  

ReI88＄e  
2005／04042005  
年11月1丁日  

http：／／www．dh．gov  

．uk′Public8tionsA  

ndStatistio8／Pre8  

＄R0l悶SeS／   

CDRWeekly2006：  
16（4）HⅣ／STk  

R¢PO止S  

概要   

英国で外科手術を介したvCJD伝播のリスクを低減させるため、通知活  
動の次なる康勝が開始される。輸血を受けた約50例が追跡調査され、  
潜在的なvCJD暴露を通知される。これはvCJDキャリアからの血液を輸  
血され、VCJDを発症した患者が3例報告されたことによる予防措置であ  
る。  

2月未までの  

データ）。HⅣ診断総数は増加を鰍ナており、2005年虔は7．700例を越え  
ると予想される。2004年から2005年の川V診断数増加の大部分は男性  
と性交渉を持つ男性が占める。現在のところ2005年の新規のAIDS診断  
数は474例であった。1982年のサーベイランス開始以降の英国での累  
計は川V診断数祁．的0例、AIDS診断数21．898例となった。  

伝染性紅斑  
23の血液製剤につ  Transfu8ion2005；  

4さ：181卜181さ  いて、パルボウイルスF柑DNAの有無をPCRにより調べた。その繕異、  
21製剤（1％）が陽性であった。試験期間中1川例の患者のうち14例が  
819DNA陽性の血液成分を投与されたが、急性B19感染症を呈した患  
者はいなかった。  

異型クロイツ  

フェルトヤコブ  
病  

．献血の20ケ月後にvCJDを発症したドナーからの血液（赤血球）  
CDRWeekly2006： 16（8）  を輸血された患者が、8年後にvCJDと診断された。これは英国において  

輸血伝播によると思われるvCJD感染の3症例目である。  

献血者のHEV保有状況を調べた。平成  E型肝炎  
日本赤十字社  

http：／／www．mHw．  
gojp／shingi／20（帽  

／01／dl／sO126－  

10eO5．pdf  

16年11月1日から平成1丁年10月31日にブタ、シカなどの生肉、生レー  
バーの喫食歴のある献血者は288．790人中802人（0．28％）で、その血液  
検体からHEV－RNAが1例検出された。平成17年11月1日から12月31日  
に生肉、レバー、ホルモンの喫食匿のある献血者は49．鍋1人中13．835  
人（28朋）で、その血液検儲からHEV－RNAが5例検出された。平成17年  
1月1日から12月31日に、試行的HEV20プールNAT検査を行ったところ、  
295．442人中30人が陽性で、約1／10000の備性率であった。   

2008／5／29  東レ株式 会社  インターフェロンベータ  インターフェ  
ロンベータ  

ヒト線維芽  
細胞  

日本   
有効成分  

有■  蕪■■  
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